
佛
敏
文
學
と
教
育

(
鐙

本
)

三

二
二

佛
教
文
學
と
教
育

鐙

本

光

信

「
佛
敏
文
學
」
の
名
構
の
意
味
す
る
も
の
と
し
て
廣
狭
種
々
の
論
は

あ
る
が
、

山
邊
習
學
氏
も
い
わ
れ
る
如
く
に
、
「廣
義
に
取

れ
ば
佛
教

に
關
す
る

一
切
の
文
鰍
は
、
あ
げ
て
佛
敏
文
學
の
名
を
冠
す
る
こ
と
も

出
來
よ
う
」
と
考
え
る
。
「
日
本
文
學
大
僻

典
ハ」
の

「佛
敏
文
學
」
の

項
に
は
名
義
と
し
て
、
「
佛
敢
な
る
宗
敏
現
象
、

又
は
宗
教
意
識
を
封

象
と
し
て
文
學
的
に
具
髄
化
し
た
る
も
の
」
と
し
て
規
定
し
、
更
に
二

種
に
分
類

し
て
い
る
。

こ
の
解
説
執
筆
は
筑
土
鈴
寛
氏
で
あ
る
が
、
氏

は
亡
く
な
ら
れ
る
直
前
の
ノ
ー
ト
で
は
宗
教
と
藝
術
を
峻
別
し
、
宗
教

藝
術
の
範
躊
以
外
に
宗
教
的
藝
術
を
立
て
て
廣
く
抱
括
さ
れ
よ
う
と
し

(1
)

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
ゝ
で
は
、
そ
の
宗
教
的
藝
術
の
如
く

佛
敏
的

の
意
味
も
佛
敏
文
學
に
包
含
し
て
、
廣
く
包
括
す
る
立
場
を
と

る
こ
と

ゝ
す
る
。
そ
し
て
そ
の
佛
教
文
學
に
關
し
て
、
文
部
省
槍
定
濟

敏
科
書
中

の
、
中
學
、
高
校
の
敏
科
書
、
就
中
高
校
教
科
書
及
び
そ
の

指
導
書
、
或
い
は
そ
の
教
科
書
の
著
者
が
参
考
に
し
た
專
門
的
参
考
書

等
を
中
心
に
、
佛
教
文
學
と
學
校
教
育
や
肚
會
教
育
の
面
に
關
係
づ
け

な
が
ら
述
べ
る
こ
と
ゝ
す
る
。
從

つ
て
そ
れ
は
、
佛
教
史
的
に
諸
制
度

に
つ
い
て
述
べ
る
し
、
佛
敏
と
の
關
係
に
お
い
て
文
學
史
的
に
も
述
べ

る
し
、
或
い
は
教
理
の
上
か
ら
も
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
検
定
濟

敢
科
書
に
つ
い
て
ゞ
あ
る
が
、
敢
科
書

の
槍
定
に
は
大
略
次
の
如
き
標

準
が
あ
る
。
(
1
)
教
育
上
、
(
2
)
教
育
内
容

の
程
度
、
(
3
)正誤
、
(
4
)公正
。

從

つ
て
、
敢
育
上
誤
解
の
恐
れ
の
あ
る
記
述
の
も
の
も
悪
い
と
せ
ら
れ

る
。

二

(2)

俳
詣
に
は
佛
教
の
影
響
が
強
く
、
筆
者
も

「
奥

の
細
道
の
宗
敏
」
「
エ

(
3
)

リ
オ
ッ
ト
詩
學
と
芭
蕉
」
「
芭
蕉
と
無
常
観
」
等

に
お
い
て
も
ふ

れ
た

次
第
で
も
あ
り
、
ま
た
そ
の
詳
細
は
い
つ
れ
論

述
し
た
い
と
思
う
が
、

ま
ず
こ
ゝ
で
述
べ
る
こ
と
は
、
俳
譜
の
語
と

俳
句
の
語
と
が
混
同
さ

れ
る
こ
と
が
槍
定
濟
敏
科
書
に
相
當
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
俳
譜
と

は
、
狭
義
に
は
俳
譜
連
歌
の
こ
と
で
あ
り
、
廣
義
に
は
俳
譜
連
歌
は
勿

-776[



論
、
俳
句

(獲
句
)
、
俳
文
、
俳
論
等
を
含
め
て
の
総
構
な
の
で
あ
る
。

(
5
)

今

「俳
諮
大
僻
典
」
の

「
俳
譜
」
の
項
の
説
明
中
か
ら
拾

え
ば
、
「俳

譜
と
い
う
言
葉
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
百
韻
に
し
ろ
五
十
韻
に
し
ろ

歌
仙
に
し
ろ
、
す
べ
て
獲
句
と
そ
れ
に
績
く
付
句
と
を

一
括
し
て
呼
ぶ

名
前
で
あ
る
。
…
…
な

お
廣
義
に
は
、
俳
文
俳
論
等
を
も
含
め
て
、
俳

文
學
の
意
味
に
俳
譜
の
語
が
用
い
ら
れ
る
。
」
(執
筆
者
小
宮
豊
隆
氏
)
と

(6
)

あ
る
。
次

に

「
日
本
文
學
大
僻
典
」
の
俳
諮

の
項

に
は
、
「
俳
譜
は
獲

句

(俳
句
)
連
句

(狡
義
の
俳
譜
)
(各
別
項
)
の
総
構
で
あ
る
。
又
こ
れ

か
ら
派
生
し
た
和
詩

(別
項
)
が
あ
り
、

一
方
俳
文
、
俳
論

(各
別
項
)

が
あ
る
。

…
…
俳
譜
は
元
來
俳
譜
連
歌

の
略

構
で
…
…
」

と
あ
る
。

(7
)

「
日
本
文
學
鮮
典
」
は
俳
譜
の
項
で
、
「
…
…
な

お
最
後

に
、
わ
れ
わ

れ
が
俳
譜

と
い
う
場
合
、
普
通
二
つ
の
意
味
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
(
一
)
連

句
、
俳
句
、
な
ど
の
作
品
お
よ
び
俳
文
、
俳
論
な
ど
の
す
べ
て
を
含
め

て
い
う
場
合
、
(
二
)
長
論
の
俳
譜
す
な
わ
ち
連
句
作
品
に
限
る
場
合
(
↓

連
句
)
の
二
つ
で
あ
る
が
、
こ
の
ま
ぎ
ら
わ
し
さ
を
避
け
る
た

め
に
、

普
通
前
者
を
お
も
に

『
俳
譜
文
學
』
後
者
を

『
連
句
』
と
い
う
語
で
匿

別
し
て
い
る
。
」
(執
筆
者
野
間
光
辰
氏
)
と
述
べ
て
い
る
。
今
、
筆
者
が

文
部
省
を
経
由
し
て
誤
謬
を
訂
正
せ
し
め
た
例
を
示
す
と
、
教
科
書
A

(高
校
日
本
史
)
の
場
合
、
「…
…
調

査
の
結
果
御
指
摘

の
と
お
り

『俳

譜
』
の
叙
述
に
は
誤
り
を
認
め
ま
す
の
で
…
…
左

記
の
よ
う
に
訂
正
い

た
し
ま
す
…
…

記

◎

一
八
四
ペ
ー
ジ
三
行
か
ら
七
行
ま
で
を
左

の
と
お
り
改

め
る
。

『
俳
諮
は
、
俳
譜
連
歌
か
ら
獲
達
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
時
代
の

は
じ
め
に
松
永
貞
徳
に
よ
つ
て
廣
め
ら
れ
、
元
緑
の
こ
ろ
に
松
尾
芭
蕉

が
出
る
に
お
よ
ん
で
、
そ
の
全
盛
期
を
迎
え
た
。
貞
徳
は
俳
諮

の
方
式

(式
目
)
を
定
め
て
貞
門
派
を
開
い
た
が
、
そ

の
の
ち
西
山
宗
因

が
出

て
、
表
現
の
新
奇
、
官
由
を
奪
ん
で
談
林
派
を
は
じ
め
た
。
芭
蕉
は
、

こ
の
爾
者
の
特
色
を
生
か
し
な
が
ら
、
俳
譜
の
藝
術
性
を
い
つ
そ
う
高

め
、
濁
自
の
閑
寂
、
枯
淡
の
詩
趣
を
重
ん
ず
る

蕉
風

(
正
風
)
の
俳
譜

を
樹
立
し
た
。
』

◎
二
七
八
ペ
ー
ジ
八
行
目
。
頭
注
を
加

え
る
。
「俳
句

*
も
近
代
文

藝
と
し
て
革
新
さ
れ
た
。

*
江
戸
時
代
に
流
行
し
た
俳
譜
は
、
そ
の

後
そ
の
護
句
が
猫
立
し
て
、
こ
の
時
代
に
は
俳
句
と
よ
ば
れ
た
。
』

以
上
」
。
次
に
誤
謬
の
ま

ゝ
の

一
例
を
示
す
と
、
敢
科
書
B

(高
校
日

本
史
)
1

「
連
歌
の
初
句

(獲
句
)
17
字
を
凋
立
さ
せ
て
簡
軍
な
短
詩

に
ま
と
め
た
俳
詣
は
、
江
戸
時
代
の
初
期
に
は
松
永
貞
徳
や
西
山
宗
因

ら
に
よ
つ
て
、
こ
つ
け
い
で
酒
腕
な
作
風
の
も

の
が
つ
く
ら
れ
た
。
松

尾
芭
蕉
は
こ
れ
を
獲
展
さ
せ
、
自
然
と
人
生
の
う
ち
に
閑
寂
の
美
を
見

い
だ
し
、
藝
術
性
の
高

い
文
藝
と
し
て
完
成
さ
せ
た
。
俳
諮
は
さ
だ
れ

に
も
親
し
み
や
す
い
文
藝
と
し
て
廣
く
普
及
し

た
。
」
。

他
に
も

あ
る
が
省
略
す
る
。
中
學
敏
科
書

(歴
史
)
で
は
三
頁
に
及

ん
で
訂

正

せ
し
め
、
頭
注
を
加
除
せ
し
め
た
も
の
も
あ
る
。

佛
敏
文
學
と
敢
育

(
鐙

本
)

三
二
三
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佛
敬
、文
學

と
教
育

(
鐙

本
)

三
二
四

三

五
山
文
學
に
關
し
て
、
五
山
制
度
そ
の
も
の
ゝ
記
述
に
も
誤
謬
が
多

い
。
ま
ず
五
山
は
初
め
敷
に
か
ゝ
わ
り
が
な
か
つ
た
と
す
る
記
述
が
あ

り
、
文
部
省
を
経
由
し
て
の
誤
謬
指
摘
に
も
、
誤
謬
な

し
と

の
同
答

で
、
い
わ
ば
學
説
と
し
て
の
論
孚
と
な
る
の
で
、
出
版
肚
、
著
者
等
も

明
記
す
る
。
前
述
の
教
科
書
A
で
あ
る
好
學
肚
出
版
の
「
高
校
日
本
史
」

(著
者
坂
本
太
郎
氏
-
東

京
大
學
教
授
)
の
一
二
〇
頁
の
欄
外
の
註
に
、

「
五
山
は
初
め
敷
に
か

ゝ
わ
り
な
く
、
繹
宗
の
大
寺
の
寺
格
と
し
て
用

い
ら
れ
た
。
相
國
寺
は
義
満
が
加
え
た
も

の
で
あ
る
。
」
と
あ
る
。
と

こ
ろ
で
五
山
制
度
の
起
源
は
、
印
度
の
五
精
舎
に
な
ら
つ
た
も
の
と
す

る
の
は
多
く
の
專
門
書
類
の
大
膿

一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
ゞ
中

國
に
お
け
る
起
源
の
時
期
等
に
は
幾
分
の
相
違
が
み
ら
れ
る
。
ま
ず
下

村
観
山
氏
に
代
表
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
説
と
し
て
は
、
宋
の
寧
宗

の
時
に

史
彌
遠
の
奏
言
で
、
印
度
の
五
精
舎
の
鹿
苑
、
舐
園
、
竹
林
、

大
林
、

那
欄
陀
の
各
精
舎
に
な
ら
つ
て
、
経
山
、
璽
隠
、
天
童
、
浄
慈
、
育
王

の
各
寺
を
五
山
と
し
、
印
度
の
十
塔
所
、
頂
、
牙
、
歯
、
髪
、
爪
、
衣
、

(8
)

鉢
、
錫
、

瓶
、
輿
の
各
塔
所
に
な
ら
つ
て
十
刹
を
置

い
た
と
い
わ
れ
る
。

次
に
玉
村
竹
二
氏
等

の
學
説
と
し
て
は
、
大
慧
宗
某

の
頃
、

杭
州
の
璽

隠
寺

の
僧
等
が
同
寺
内
の
直
指
堂
に
集
つ
て
相
議
し
た
結
果
、
輝
寺
の

寺
格
を
定

め
、
第

一
径
山
、
第
二
霊
隠
等
の
順
位
を

つ
け
た
と
い
う
。

そ
し
て
間
も
な
く
官
寺
の
寺
格

の
最
上
位
と
し
て
の
圭
要
な
輝
院
五
寺

(
9
)

が
制
定
さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
さ
て
教
科
書

A
の
著
者
坂
本
太
郎

氏
が
五
山
關
係
記
述

の
参
考
に
し
た
の
は
、
岩
波
書
店
出
版
の
、
辻
善

之
助
氏
著
、
「
日
本
佛
教
史
中
世
編
之
三
」
と
、
今
枝
愛
眞
氏
著

「輝

(10
)

宗
の
歴
史
」
で
あ
る
旨
の
同
答
が
あ

つ
た
。

「繹
宗
の
歴
史
」
に
關
し

て
は
、
坂
本
太
郎
氏
が
よ
く
讃
ま
な
か
つ
た
こ
と
は
明
瞭
で
、
今
枝
氏

は

「
…
…
こ

の
直
義
の
改
定
に
よ
つ
て
、
五
山

は
五
力
寺
に
か
ぎ
ら
れ

る
と
い
う
中
國
傳
來
の
原
則
が
破
棄
さ
れ
、
五
山
は
た
だ
寺
格
を
あ
ら

(
1
1
)

わ
す
も
の
と
な

つ
た
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
「
日
本
佛
教
史
中
世
編
之

三
」
に
お
い
て
辻
氏
は
、
「
五
山
十
刹

と
い
ふ

は
、
初
め
は
、
其
寺
の

資
格
列
位
を
い
ふ
の
で
あ
つ
て
、
五
と
か
十
と
か
の
敷
を
限
つ
た
も
の

で
は
な
か
つ
た
。
後
に
説
く
暦
慮
、
康
永
の
例
を
以
て
も
知
ら
れ
る
。

(
12

)

至
徳
に
な

つ
て
、
京
鎌
倉
共
に
そ
の
数
を
限
ら
れ
た

の
で
あ
る
。
」
と

述
べ
て
い
る
。
但
し
氏
は
暦
慮

(
一
三
四

一
)
と
翌
康
永
元
年

の
例
は

記
し
て
い
る
が
、
そ
の
前
に
建
武
元
年

(
二
二
三
四
)
の
正
月
、
建
仁
、

東
福
、
萬
壽
、
建
長
、
圓
豊
を
五
山
と
し
南
弾
を
五
山
之
上
と
す
る
を

記
し
て
い
な
い
。
玉
村
氏
は
、
南
輝
、
東
福
、

建
仁
、
建
長
、

圓
豊
が

(
13

)

建
武
年
中
に
五
山
と
さ
れ
た
と
す
る
。
と
こ
ろ
で
高
校
日
本
史
の
教
科

書
は
文
化
上
日
中
交
渉
を
述
べ
る
こ
と
が
多
い
。
中
國
で
の
日
本
の
五

山
の
原
因
と
な
る
五
山
は
辻
氏
も
明
記
し
て
い
る
。
す
る
と
日
中
交
渉

の
述
べ
ら
れ
る
時
に
た
ゞ

「数
に
か
ゝ
わ
り
な

く
」
と
述

べ
る

こ
と

は
、
(
1
)
-
字
句
そ
の
も
の
ゝ
嚴
格
な
意
味
で
、

中
國
の
は
初
め
数
が

五
1
、

日
本
で
は
と
し
な
い
か
ら
、
誤
謬
で
あ
る
。
(
2
)
-
辻

氏
の

「
五
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と
か
十
と
か
の
数
に
限
つ
た
も
の
で
は
な
か
つ
た
」
を
、
数
に
か
ゝ
わ

り
な
く
と
、
敷
に
無
關
係
意
に
解
し
、
記
す
の
は
誤
謬
で
あ
る
。
日
本

の
は
中
國
に
例
を
と
つ
た
の
で
、
初
め
の
五
山
が
五
に
満
た
ぬ
寺
数
だ

つ
た
と
假
定
し
て
も
、

五
の
敷
は
豫
定
さ
れ
て
い
た
と
見
る
べ
き
で
あ

る
。
(
3
)辻
氏
の

「
…
…
数

を
限
つ
た
も
の
で
は
な
か

つ
た
。
」
は
、

眞
意
が
勿
論
日
本
で
は
の
意
で
あ
る
が
、
暦
鷹
、
康
永
の
例
以
外
に
、

「我
國
に
五
山
十
刹
を
始
め
て
設
け
た
年
時
は
詳
か
で
な
い
。
建
長
興

國
輝
寺

碑
文

(建
長
寺
二
十
八
世
聞
悟
、
興
國
六
年
、

一
三
四
五
撰
)
に
建

長
寺
を
草
創
し
て
、
中
國
の
天
下
径
山
に
擬
し
、
五
岳
の
首
と
爲
す
と

あ
る
。
但
し
こ
れ
は
後
に
い
ふ
所
の
五
山
の
首
と
い
ふ
趣
意
で
、
嚴
格

な
る
意
味

に
於
け
る
五
山
の
創
設
と
い
ふ
わ
け
で
は
な
い
。
て
の
後
、

浮
智
寺
建

立
せ
ら
れ
て
、
正
安
元
年

(
一
二
九
九
)
五
山
に
列
せ
ら
れ

た
こ
と
が
法
海
輝
師
無
象
静
照
行
獣
に
見
え
る
。
徳
治
二
年

(
二
二
〇

七
)
後
宇
多
法
皇
南
繹
寺
を
以
て
五
山
に
准
ず

べ
き
旨
を
幕
府
に
仰
下

さ
れ
た
。
…
…
蓋

し
右
五
山
に
准
ず
る
と
は
鎌
倉
の
五
山
に
准
ず
る
の

意
で
あ
る
。
こ
の
頃
京
都
に
は
輝
宗
未
だ
遍
か
ら
ず
。
建
仁
、
東
福
あ

り
と
錐
も
、
純
粋
の
繹
寺
で
な
い
、
京
五
山
未
だ
備
は
ら
ず
。

こ
ゝ
に

至

つ
て
、
南
繹
寺
を
以
て
鎌
倉
五
山
に
准
ぜ
ら
れ
た

の
で
あ
る
。
」
と

述
べ
て
い
る
が
、
五
山
を
漢
文
中
で
五
岳
と
記
す
の
は
よ
く
あ
る
こ
と

で
、
五
山
と
同
じ
に
と
つ
て
よ
い
。
こ
の
鮎
史
料
取
扱

い
が
よ
く
な

い
。
建
長
五
年

(
一
二
五
三
)
十

一
月
建
長
寺
落
慶
の
翌
年
、
時
頼
は

東
編
寺
辮
圓
に
受
戒
、
當
時
は
東
幅
、
建
仁
、
壽
輻
、
聖
福
、
浄
妙
、
東

勝
、
長
樂
、
永
李
、
等
凌
あ
り
、
建
長
を
首
に
、
時
頼
に
よ
り
五
山
の

成
立
や
豫
定
の
推
定
は
で
き
る
。
「建
仁
、
東
幅
あ
り

と
錐
も
」
の
爾

寺
は
、
早
く
か
ら
後

々
ま
で
五
山
に
列
し
て
い
る
し
、
勿
論
建
武
例
や

中
國
例
か
ら
五
寺
に
限
ら
れ
た
と
の
推
定
が
正
當
で
あ
る
。

(
4
)

玉
村
、
今
枝
氏
の
説
に
初
め
五
山
は
五
寺
と
あ
る
以
上
は
、
辻

氏
の
説
が
あ
つ
て
も
、
(研
究
不
十
分
で
あ
る
は
勿
論
)
不
十
分
の
辻
氏
の

の
み
を
取
り
上
げ
る
の
は
、
敏
科
書
と
し
て
よ
く
な
い
。
外
に
も
理
由

は
多
く
あ
る
が
論
述
の
紙
敷
が
相
當
要
す
る
の
で
省
略
す
る
が
、
(
1
)
-

(4)
か
ら
し
て
も
誤
謬
、
不
適
當
と
い
う
外
は
な
い
。
付
言
す
る
が
、
今

枝
氏
の
直
義
の
改
定
の
語
も
へ
直
義
は
將
軍
で
は
な
く
、
將
軍
尊
氏
、

執
事
師
直
で
、
ま
た
暦
鷹
、
康
永
の
五
山
列
位

は
院
宣
で
あ
る
。
た
ゞ

康
永
元
年
十
二
月
に
天
龍
寺
に
牒
し
た
の
は
直
義
で
あ
る
。
直
義
改
定

説
は
不
適
當
で
、
玉
村
氏
の
如
く
奪
氏
説
の
方

が
、
實
椹
力
と
し
て
も

適
當
で
あ
る
。

教
科
書
C
の
場
合
、
「
…
…
義

満
も
五
山
制
D

を
定
め
て
…
…
。
-

1)
宋
の
官
寺
の
制
に
な
ら
い
、
甑
存

の
鎌
倉
五

山

(建
長
…
…
)
の
他

に
京
都
五
山

(天
龍
…
…
)
を
定
め
南
琿
寺
を
そ
の
う
え
に
お
い
た
。
」

と
あ
り
、
義
満
以
前
に
は
京
都
に
は
五
山
の
寺

が
な
か
つ
た
の
を
義
満

が
定
め
た
と
の
説
さ
え
立
て
ゝ
い
る
誤
謬
ぶ
り
で
あ
る
。
ま
た
京
都
五

山
、
京
五
山
…
…
や
鎌
倉
五
山
、
關
東
五
山
…
…
等
は
俗
稻
で
あ
る
。

敏
科
書
D
の
場
合
、
「義
漏
は
宋
の
五
山
の
制

に
な
ら
つ
て
鎌
倉
時

代

か
ら
京
都
と
鎌
倉
に
あ
つ
た
五
山
の
制
を
と
と
の
え
た
ほ
か
、
十
刹
の

佛
数
文
學

と
敬
育

(
鐙

本
)

三
二
五
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佛
教
文
學
と
教
育

(
鐙

本
)

三

二
六

制
を
た
て
…
…
」

と
義
満
が
十
刹
制
を
た
て
た
と
し
て
い
る
が
、
康
永

元
年
十
刹
制
定
の
文
鳳
さ
え
二
つ
も
あ
る
。
敏
科
書
E
、
「義
漏
は
宋
の

官
寺
の
制
に
な
ら
つ
て
、
京
都
と
鎌
倉
に
五
山
の
制
を
は
O
め
る
な
ど

…
…
」

と
あ
る
が
、
五
山
の
制
を
は
じ
め
た
の
は
義
満
で
は
な
い
。
教

科
書

F
、

「
尊
氏
は
夢
窓
疎
石
に
師
事
し
て
天
龍
寺
を
建
て
、
ま

た
義
滴
は
宋
の
制
度
に
な
ら
つ
て
、
京
都
、
鎌
倉
に
五
山
を
お
い
た
。
」

こ
れ
で
は
五
山
制
を
お
い
た
の
は
義
満
で
あ
る
と
の
誤
解
を
當
然
招
き

易
い
。
義
漏
も
五
山
列
位
を
定
め
た
と
い
う

の
な
ら
よ
い
の
で
あ
る

が
。
敢
科
書
G
、
-
と

れ
は
現
在
問
題
と
な
つ
て
い
る
家
永
三
郎
氏

が
著
者
で
あ
る
が
、
F
書
と
同
様
に
誤
解
を
招
き
易

い
。
「
足
利
尊
氏

も
輝
僧
夢
窓
疎
石
に
闘
依
し
、
後
醍
醐
天
皇

の
た
め
に
天
龍
寺
を
建

て
、
義
瀾
は
宋
の
制
度
に
な
ら
つ
て
、
京
都

の
天
龍
以
下
の
5
寺
、
鎌

倉
の
建
長
、
圓
畳
以
下
の
5
寺
を
そ
れ
ぞ
れ
五
山
に
列
し
た
。
(2)
-
(2)

南
輝
寺
を

五
山
の
上
に
…
…
」
教
科
書
H

「
そ
し
て
義
満
の
時
、

京
都
の
五
山
(
1
)
が
定
め
ら
れ
て
、
夢
窓
の
系
統
が
こ
の
五
山
を
中
心
に

繁
榮
し
た
が
、
…
…
(
2
)
京
都
五
山
は
、
義
満
の
時
鎌
倉
五
山
に
封
し
て

新
し
く
定
め
ら
れ
た
。
」
こ
れ
も
敢
科
書
C
同
様
の
上
に
、
註

で
丁
寧

に
誤
謬
的
説
明
を
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
誤
謬
や
誤
解
の
恐
れ
に
つ

い
て
の
指
摘
照
合
に
、
訂
正
や
、
圭
張
や
、
参
考
書
報
告
等

の
同
答

は
、
好
學

肚
、
坂
本
太
郎
氏
著
の
だ
け
で
、
他
は
十
分
の
同
答
は
な
く

て
現
在
で
も
誤
謬
に
氣
の
付
か
ぬ
著
者
も
い
る
。
著
者
は
殆
ん
ど
斯
界

有
名
の
學
者
で
通
つ
て
い
る
人
々
が
多

い
。

一
書
は
高
校
敢
師
達
中
心

の
執
筆
で
、
指
摘
に
封
し
て
の
同
答

(
こ
の
部
分
は
、
恐
ら
く
長
年
高
校

敢
師
を
し
た
、
現
在
高
工
專
助
教
授
の
執
筆
)
は
、
何
と
か
巧
く
言

い
逃
れ

よ
う
と
し
て
、

「
こ
の
書
出
版

の
圭
意
の
、
教
育
す
る
者
の
立
場
で
實

情
に
合
う
よ
う
に
の
敢
育
的
立
場
に
反
し
、
誤
謬
、
不
適
當
は
繹
然
と

認
め
改
め
て
現
場
の
敏
師
や
生
徒
の
爲
を
考

え
る
教
育
中
心

の
立
場

に
反
す
る
精
神
が
流
れ
て
い
た
。
外
に
も
高
校
敏
師
を
著
者
中
に
混
え

る
の
が
あ
る
。
そ
れ
で
A
書
同
様
、
學
例
の
、
出
版
肚
、
著
者
名
は
巻

(14
)

末
に
記
し
た
。
誤
解
の
恐
れ
の
箇
所
も
、
殆
ん
ど
誤
ま
つ
て
解
し
た
ま

ゝ
の
記
述
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
さ
て
以
上
述

べ
た
の
は
、
決
し
て
教

科
書
國
定
の
線
等
に
副
う
意
か
ら
で
は
な
い
。

四

近
來
、

日
本
古
典
全
集
出
版

の
學
が

一
肚
の
み
な
ら
ず
あ
る
が
、
中

に
文
學
内
容
の

「
常
樂
我
浮
」

の
註
に
、
佛
教
精
神
に
反
す
る
も
の
な

る
旨
が
あ
る
。
勿
論
常
は
無
常
に
反
す
る
等
で
あ
る
。
「
常
樂
我
浮
」
は

大
般
浬
葉
経
の
四
徳
精
神
で
、

一
寸
述
べ
る
と
、
世
間
無
常
が
事
實
で

あ
る
限
り
、
無
常
観
を
根
砥
と
し
そ
の
上
に
理
論
づ
け
ら
れ
た
法
は
、

無
常
の
事
實
の
あ
る
限
り
、
そ
れ
に
反
せ
ぬ
限

り
常
で
あ
り
、
繹
迦
の

法
身
常
佳
が
、
常
が
可
能
に
な
る
。
彰
城
の
僧
崇
が
常
樂
我
浄
を
奇
異

と
し
斥
け
て
佛
罰
で
舌
根
鎮
欄
の
傳
説
は
、
闘
提
不
成
佛
、
成
佛
説
と

共
に
浬
婁
経
二
種
事
件
の

一
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
大
般
浬
葉
経
は
繹

迦
入
滅
を
機
と
す
る
消
極
的
無
常
観
の
上
に
、
積
極
的
無
常
観
が
構
築
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せ
ら
れ
て
、
無
常
の
爾
面
を
も
よ
く
述
べ
て
摩
詞
術
の
名
に
ふ
さ
わ
し

い
構
想

で
あ
る
が
、
折
角
そ
れ
を
と
り
入
れ
た
佛
教
文
學
が
、
佛
敏
精

神
に
反
す
る
語
等
の
注
繹
を
つ
け
ら
れ
て
は
、
そ
し
て
そ
の
讃
者
中
、

大
學

・
高
校
等
の
國
文
學
で
誤
謬
的
講
義
を
行
な
う
人
々
も
出
る
恐
れ

も
あ
る
か
ら
に
は
、
決
し
て
小
事
件
で
は
な
い
。

五

高
校
關
係
諸
敏
科
書
に
つ
い
て
は
今
同
は
俳
藷
語
義
と
五
山
制
を
中

心
に
記

し
た
が
、
誤
謬
等
は
此
等
の
み
で
は
な
い
。
ま
た
そ
の
指
導
書

は
槍
定
制
で
な
い
の
で
盲
鮎
的
存
在
で
あ
り
、
特
に
中
學
に
は
敢
科
書

に
記
述
な
く
て
指
導
書
で
誤
謬
的
読
明
の
場
合
が
相
當
あ
る
。
佛
敏
が

直
接
間
接
に
關
係
多
い
文
化
面
で
は
、
敢
科
書
誤
謬
を
槍
す
る
に
は

一

慮
の
つ
ぼ
所
と
も
い
う
べ
き
箇
所
が
あ
つ
て
、
そ
れ
等
を
検
す
る
審
査

の
官
、

員
共
に
、
學
力
、
研
究
意
慾
、
責
任
感
、
検
定
組
織
と
そ
の
方

法
等
の
問
題
が
あ
り
、
現
歌
で
は
不
十
分
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
筆

者
に
は
方
法
上
に
案
も
あ
る
。
今
同
の
獲
表
の
記
が
参
考
に
な
る
と
来

に
、
方
法
の
案
も
お
役
に
立
て
ば
と
思
つ
て
い
る
。
灌
威
あ
る
專
門
書

と
目
さ
れ
る
も
の
に
も
、
誤
謬
や
、
誤
謬

へ
走
ら
す
如
き
記
述
も
相
當

多

い
の
で
、
今
後
も
教
科
書
は
じ
め
、
新
誤
謬

の
現

れ
る
恐
れ
も
あ

る
。
教
育
方
法
上
、

い
か
な
る
資
料
を
い
か
に
有
数
に
使
用
す
る
か
の

問
題
も
、
現
在
の
諸
敏
科
書
で
は
不
十
分
が
多
い
。
佛
教
の
理
解
の
問

題
と
共

に
、
現
在
及
び
將
來
の
、
全
國
の
多
く
の
生
徒
、
學
生
の
た
め

の
敏

育

上

の
問

題

で
も

あ

り
、

失
禮

を

も

顧

み
ず

述

べ

さ

せ

て

頂

い
た

吹

第

で

あ

る
。

1

「
唐不
敏
 藝
文

の
研
究
」
所
牧

「
宗
敢
文
學

研
究
序

読
」
。
永

井

義

憲

著
[

「
日
本
佛
教
文
學
」
。

2

「
宗
教
研
究
第
37
巻
第
2
輯
」

3

「
宗
教
研
究
第
38
巻
第
2
輯
」

4

「
日
本
印
度
學
佛
教
學
研
究
第
13
巻
第
2
號
」

5

明
治
書
院
獲
行
、

伊
地
知
鐵
男
、

井
本
農

一
、
中
村

俊
定
、

紳
田
秀
夫

宮
本

三
郎
編
集
。

文
部
省

よ
り
授
賞
。

6

新
潮
肚
獲
行
、

藤
村
作
編

7

数
研
出
版
編
、

獲
行

8

五
山
詩
信
傳
等
、

氏

は
五
山
文
學
研
究
家
。

9

日
本
歴
史
新
書
、

「
五
山
文
學
」
王
村
竹
二
著
、

氏
は
東
京

大

學

助

教

授
、

史
料
編
纂
所
勤
務
。

10

・
11

至
文

堂
獲
行

日
本
歴
史
新
書

「
揮
宗

の
歴
史
」
80
頁
。

今
枝
氏
は

東
京
大
學
史
料
編
纂
所
員
。

12

岩
波
書
店
獲
行
同
書
細
頁
。

13

玉
村
竹

二
著

「
五
山
文
學
」
9
頁
。

14

B
I

三
省
堂
獲
行

「
日
本
史
」
稻
垣
泰
二
郎
、

川
村

善
二
郎
著
。

C
-

東
京
書
籍

「
日
本
史
」
石
井
孝
、

風
間
泰
男
、
菱
刈
隆

永
。

D
-
山

川
出

版
杜
新
編

日
本
史
」
寳
月

圭
吾
、

藤
木
邦
彦
。

E
-
修

文
館

「
日
本
史
」

後
藤
陽

一
、
松
岡
久

人
著
。

F
-
B

書

に
同
じ
。

G
、

三
省

堂

「
新
日
本

史
」
新
訂
版
、

家
永

三
郎
。

H
-
清

水
書
院

「
日
本
史
」

改
訂
新
版
、

相

葉
伸
、

小
澤
榮

一
、
宮
城
榮
昌
。
(
い
ず
れ
も
昭
39
乃

至
40
年

度
)

佛
敢
文
學

と
敏
育

(
鐙

本
)

三
二
七
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